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理事長就任に寄せて

都庁グループの一員として、
東京の発展、
安全・安心なまちづくり、
豊かで快適な暮らしの実現に
貢献します。

公益財団法人東京都道路整備保全公社

理事長 浅川 英夫

　
こ
の
度
、平
成
30
年
4
月
10
日
付
で
公
益
財
団
法
人
東
京
都
道
路
整
備
保
全
公
社
の
理
事
長
に
就
任
い
た
し

ま
し
た
浅
川
英
夫
で
す
。

　
当
公
社
は
、都
庁
グ
ル
ー
プ
の
一
員
と
し
て
、都
内
の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
早
期
完
成
と
防
災
機
能
の
向
上

に
向
け
、道
路
の
無
電
柱
化
や
道
路
用
地
の
取
得
、重
要
道
路
施
設
の
管
理
な
ど
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
無
電
柱
化
事
業
で
は
概
ね
首
都
高
速
中
央
環
状
線
内
側
の
セ
ン
タ
ー
コ
ア
エ
リ
ア
の
都
道
や
環
状
七
号
線
及

び
多
摩
地
域
の
第
一
次
緊
急
輸
送
道
路
等
の
無
電
柱
化
、用
地
取
得
事
業
で
は
骨
格
幹
線
道
路
の
整
備
や
木
造

住
宅
密
集
地
域
に
お
け
る
延
焼
遮
断
帯
の
形
成
に
必
要
な
道
路
用
地
等
の
取
得
業
務
を
受
託
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、鉄
道
連
続
立
体
交
差
事
業
に
係
る
側
道
整
備
や
、地
下
自
動
車
道
な
ど
の
重
要
道
路
施
設
の
安
全
・
安
心

な
管
理
、主
要
幹
線
道
路
に
架
る
橋
梁
の
長
寿
命
化
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、都
内
の
違
法
路
上
駐
車
解
消
に
向
け
た
総
合
駐
車
対
策
と
し
て
、約
1
万
台
の
駐
車
場
を
管
理
運
営
す

る
と
と
も
に
、短
時
間
駐
車
の
た
め
の
30
分
未
満
の
駐
車
料
金
無
料
化
や
荷
さ
ば
き
駐
車
の
た
め
の
荷
さ
ば
き

ス
ペ
ー
ス
の
設
置
、電
気
自
動
車
（
E
V
）用
充
電
設
備
の
設
置
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
都
内
の
ほ
ぼ
全

て
の
時
間
制
駐
車
場
情
報
の
提
供
等
、先
駆
的
な
取
り
組
み
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、道
路
空
間
等
を
活
用
し
た
駐
車
場
や
新
宿
駅
西
口
広
場
イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー
等
の
収
益
事
業
の
運

営
に
よ
り
得
ら
れ
た
収
益
を
、災
害
発
生
時
に
道
路
機
能
の
早
期
回
復
を
支
援
す
る
た
め
の
道
路
防
災
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
設
置
・
運
用
や
地
域
の
皆
様
が
道
路
の
清
掃
や
植
栽
の
手
入
れ
な
ど
の
美
化
活
動
を
行
う
東
京
ふ
れ

あ
い
ロ
ー
ド
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
支
援
な
ど
に
活
用
し
、広
く
都
民
・
社
会
に
還
元
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、安
定
し
た
経
営
基
盤
の
確
立
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、都
庁
グ
ル
ー
プ
の
一
員
と
し
て
、東
京
都

の
施
策
の
推
進
に
積
極
的
に
協
力
し
、安
全
快
適
な
道
路
環
境
の
創
出
と
駐
車
対
策
の
推
進
等
を
通
じ
て
、東
京

の
発
展
や
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
、豊
か
で
快
適
な
暮
ら
し
の
実
現
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
指
導
、ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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22 Random Review
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団四季を経て、NHK 朝の連続テレビ小説『ロ
マンス』主演でデビュー。映画・テレビ・舞
台で俳優として活躍する一方。アジアを中心
に世界各地の絵を描き続ける。
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Takaaki Enoki

東京都のほぼ真ん中に位置するここ
は、天平の世に国分寺が置かれた
のが、名前の由来だという。学校帰
りの子供達の元気な声が聞こえてき
て、どこかの田舎に居る様な錯覚を
覚えた。

表紙・榎木孝明の世界

Twitterやってます！

TR-mag.のバックナンバーをWEBでご覧いただけます！

TR ／ティーアールは、東京都道路整備保全公社の事業を表すブランドネームです。
この冊子は、東京都道路整備保全公社の駐車場事業収益等をもとに制作しています。

https://twitter.com/tr_tmpc

https://www.tmpc.or.jp/02_about-us/trmag.html    

「国分寺」 スケッチ場所：国分寺市

2

TR-mag.
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(公財)東京都道路整備保全公社では、国分寺都市計画道路3・2・8号府中所沢線の約1.1 
km区間の用地取得を東京都より受託し、平成29年3月16日の交通開放に寄与しました。 

国分寺都市計画道路3・2・8号府中所沢線の約1.1 km区間が、
平成29年3月16日に交通開放されました。

往復4車線の車道部16mの両側に、10mずつの環境施設帯を設けた
幅員36mの沿道環境に配慮した道路です。

現在は広々とした歩道・自転車用通路が整備されており、
今後は電柱の地中化等さらなる整備が進められます。

この道路が交通開放されたことで、
交通渋滞緩和、居住環境の改善、防災機能向上が図られています。

安全・安心の道路整備が進む
国分寺都市計画道路3・2・8号府中所沢線
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Ｊ
Ｒ
国
分
寺
駅
の
南
口
を
左
に
行
く
と
、
東
京
都

立
殿
ヶ
谷
戸
庭
園
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
庭
園
は
、
武

蔵
野
台
地
の
傾
斜
地
に
あ
り
、
国
分
寺
崖
線
と
い
わ

れ
る
崖
か
ら
湧
き
出
す
地
下
水
を
巧
み
に
利
用
し
て

造
ら
れ
た
回
遊
式
林
泉
庭
園
で
す
。 

　
大
正
の
初
期
に
、
貴
族
院
議
員
の
江え

ぐ
ち
さ
だ
え

口
定
條
が

殿と
の
が
や
と

ヶ
谷
戸
庭て
い
え
ん園
で
、

武
蔵
野
の
美
し
い
自
然
を
満
喫 

こ
の
地
に
別
荘
を
構
え
ま
し

た
。
昭
和
初
期
、
三
菱
財
閥
の

岩い
わ
さ
き
ひ
こ
や
た

崎
彦
彌
太
が
こ
の
別
荘
を
買

い
取
り
「
国
分
寺
の
家
」
と
し

て
親
し
み
、
整
備
し
ま
し
た
。

園
内
に
は
野
川
の
水
源
の
一
つ
、

次
郎
弁
天
池
や
数
寄
屋
造
り
風
の
茶
屋
・
紅こ

う
よ
う
て
い

葉
亭
、

彦
彌
太
の
別
邸
と
し
て
建
て
ら
れ
た
和
洋
折
衷
の
洋

館
・
本
館
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

　
四
季
折
々
の
変
化
に
恵
ま
れ
、
武
蔵
野
の
面
影
を

よ
く
残
し
て
い
る
殿
ヶ
谷
戸
庭
園
は
、
多
摩
地
域
で

初
め
て
国
の
名
勝
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
作

家
の
村
上
春
樹
氏
が
国
分
寺
に
住
ん
で
い
た
頃
、や
っ

て
い
た
ジ
ャ
ズ
バ
ー
が
、
こ
の
庭
園
の
並
び
の
雑
居

ビ
ル
の
地
下
に
あ
っ
た
そ
う
で
す
。 

次郎弁天池 紅葉亭の脇にある井戸水を
利用した鹿おどし 

紅葉亭
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部部部・
早稲稲稲田実業学校校田実実業学校業早稲早早早稲早稲田田実実実業実業学学校学校
初等等初初初初初等等部部部部・・・・中等部中等部中中等部等等部等部

・高等部・高等部・・高高高等等部部

紅葉亭
利用し

自動車を駅周辺の駐車場に停めて
（Park）、電 車 や バスに乗り換 える
（Ride）。渋滞緩和の方策の一つで、
TR東京都道路整備保全公社も渋滞緩
和や環境改善を図るためにパーク&ラ
イドを推進しています。

cocobunjiプラザ5F

東京都立殿ヶ谷戸庭園 

cocobunjiプラザ

「街なかの散策は
マナーに気をつけて!!」

国分寺市南町２丁目  開園時間:９時～17時
（入園は閉園の30分前まで) 入園料:一般150円、65
歳以上70円（小学生以下及び都内在住・在学の中学
生は無料）※身体障害者手帳、愛の手帳、精神障害者
保健福祉手帳または療育手帳持参の方と付添の方は
無料※無料公開日／みどりの日（５月４日）、都民の日

（１０月１日）

国分寺市本町3-1-1　
cocobunjiWEST 5階 
開館時間　９時～22時 

カタクリの花
って可愛い！ 

ウエスト５階のcocobunjiプラザは
国分寺市の魅力を発掘・発信する

まち文化のターミナル。
気軽に利用してくださ～い！

東京都立殿ヶ谷戸
庭園から見るツイン
タワー・ココブンジウ
エストとイースト

所 在 地： 国分寺市泉町三丁目４番地先 
駐車台数： 自動車 時間制５台 
駐車料金：昼間８時～22時 20分100円　昼間最大800円 
  夜間22時～８時 60分100円　夜間最大300円
 ※30分未満無料
  （30分以上の場合は入庫時からの料金）     

泉町陸橋駐車場

※取材協力／国分寺市

東京都の中央部に位置する国分寺市は、豊かな自然と古い歴史に包まれた街です。今
回はそんな魅力的な国分寺市の南側エリアを、国分寺市政策部市政戦略室まちの魅力
企画担当の遠藤幸乃さんと市民生活部文化振興課の渡邊真美さんに紹介していただき
ました。パーク＆ライドや駐車場を上手に活用して、のんびり街の散策を楽しんでください。 

国分寺市を楽しもう！ Scene51
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歴
史
ロ
マ
ン
あ
ふ
れ
る
、

武
蔵
国
分
寺
跡 

　
お
た
カ
フ
ェ
の
少
し
先
に
国

分
寺
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
門

前
に
重
厚
な
楼
門
が
建
っ
て
い

て
、
二
階
に
は
十
六
羅
漢
像
が

安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
分
寺

境
内
に
は
万
葉
植
物
園
が
あ
り

ま
す
。
前
住
職
が
、
武
蔵
国
分

寺
が
で
き
た
時
代
を
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
と
、『
万

葉
集
』
に
詠
わ
れ
た
約
１
６
０
種
の
植
物
を
、
例
歌

の
札
と
と
も
に
植
え
ま
し
た
。 

　
国
分
寺
の
先
の
石
段
を
登
る
と
、国
分
寺
仁
王
門

が
建
っ
て
い
ま
す
。門
を
く
ぐ
る
と
国
分
寺
薬
師
堂

が
あ
り
、木
造
薬
師
如
来
坐
像
が
安
置
さ
れ
て
い
ま

す
。こ
の
仏
像
は
、戦
乱
に
巻
き
込
ま
れ
て
武
蔵
国
分

寺
が
焼
失
し
た
際
に
、自
ら
逃
げ
出
し
無
事
だ
っ
た

と
か
（
十
六
羅
漢
像
と
薬
師
如
来
坐
像
は
、毎
年
10

月
10
日
に
ご
開
帳
さ
れ
、見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
） 

。

　
　
国
分
寺
か
ら
南
に
向
か
う
と
、

武
蔵
国
分
寺
跡
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
奈
良
時
代
、
国
内
で
は
干
害

や
大
地
震
に
よ
る
災
害
、
疫
病
な

鯉
が
ゆ
っ
た
り
泳
い
で
い
ま
す
。 

　
池
の
名
の
由
来
は
、
昔
、
絶
世
の
美
女
・
玉
造

小
町
が
重
い
皮
膚
の
病
に
苦
し
み
、
国
分
寺
の
薬
師

如
来
に
祈
る
と
、
童
子
が
現
れ
て
「
池
の
水
で
身
体

を
清
め
る
よ
う
に
」
と
言
い
ま
し
た
。
小
町
が
身
体

を
洗
う
と
た
ち
ま
ち
病
が
治
り
、
元
の
美
し
い
姿
に

戻
っ
た
と
い
う
伝
承
か
ら
、
真
姿
の
池
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
池
の
少
し
先
に
、
お
た
か
の
道
湧
水
園
が
あ
り
、

旧
本
多
家
の
立
派
な
長
屋
門
と
倉
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
湧
水
源
の
周
り
に
は
ケ
ヤ
キ
な
ど
の
大
木
が
生

い
茂
り
、
武
蔵
野
ら
し
い
景
観
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
園
内
に
は
武
蔵
国
分
寺
跡
資
料

館
も
あ
り
、
国
分
寺
跡
か
ら
出
土
し
た
瓦
な
ど
の
貴

重
な
資
料
が
展
示
し
て
あ
り
ま
す
。
庭
に
は
国
分
寺

の
七
重
塔
の
推
定
復
元
模
型
も
あ
り
ま
す
。
長

屋
門
は
4
月
22
日
か
ら
内
部
見
学
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
お
た
か
の
道
湧
水
園
の
前
に
、
史
跡
の
駅
・

お
た
カ
フ
ェ
が
あ
り
ま
す
。
国
分
寺
散
歩
の
パ
ン

　名水百選の水が湧き出す国分寺で、３００

年前の江戸新田開発の時代から循環型農業

が培われてきました。長い年月をかけて、土

を育みながら大切に作られてきた地場野菜

がこくベジです。国分寺市内51の飲食店で、

この大地の味がギュッとつまったこくベジを

使ったメニューが楽しめます。また、直売所で

は、その日の朝、畑で収穫した旬の野菜や果

物を購入することができます。 

国分寺三百年野菜・
こくベジ 

フ
レ
ッ
ト
が
手
に
入
る
ほ
か
食
事
も
で
き
、
絶
好
の

休
憩
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

お
鷹た

か

の
道み

ち

を
の
ん
び
り
歩
き
、

真
姿
の
池
湧
水
群
へ

　
庭
園
沿
い
の
道
を
南
に
行
く
と
、
不
動
橋

が
あ
り
ま
す
。
橋
を
渡
り
、
案
内
板
に
従
っ
て

右
に
歩
く
と
、
お
鷹
の
道
に
入
り
ま
す
。
こ
の
道

は
国
分
寺
崖
線
の
湧
水
を
集
め
て
流
れ
る
元
町
用
水

沿
い
の
小
径
で
す
。
国
分
寺
崖
線
と
は
、
古
多
摩
川

が
武
蔵
野
段
丘
を
削
り
取
っ
て
で
き
た
急
な
崖
の
こ

と
で
、
ハ
ケ
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
立
川
市
か
ら

始
ま
り
大
田
区
、
世
田
谷
区
ま
で
続
い
て
い
ま
す
。 

　
清
ら
か
な
湧
水
の
小
川
に
沿
っ
た
小
径
は
、
武
蔵

野
の
豊
か
な
自
然
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
気
持
ち

の
い
い
散
策
道
で
す
。
お
鷹
の
道
と
は
江
戸
時
代
、

こ
の
辺
り
が
尾
張
徳
川
家
の
御お

た

か

ば

鷹
場
だ
っ
た
こ
と
に

由
来
し
て
い
ま
す
。 

　
小
径
を
歩
い
て
行
く
と
、
右
手
に
雑
木
林
に
囲
ま

れ
た
真
姿
の
池
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
池
は
国
分
寺
崖

線
の
湧
水
群
の
一
つ
で
、
静
け
さ
に
包
ま
れ
、
神
秘

的
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
ま
す
。
池
の
真
ん
中

の
小
さ
な
島
に
は
、
小
橋
が
架
け
ら
れ
て
い
て
、
弁

財
天
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
池
の
澄
ん
だ
水
の
中
を

武蔵国分寺跡資料館 

実物の
10分の１！

お鷹の道 遊歩道 

弁財天に続く小橋 

国分寺の七重塔の推定復元模型

おたかの道湧水園

旧本多家住宅長屋門

史跡の駅 おたカフェ 

国分寺

国分寺市西元町1-13-6
営業時間：
基本的に９時～17時
4月～10月／
休日祭日は９時～19時
7月8月／９時～19時
定休日：月曜日（祝日の
場合火曜日）

国分寺市西元町1－13－10
開館時間：9時～17時

（入館は16時45分まで）
休館日：月曜日（祝日・振替休
日の場合はその翌日）。12
月29日から1月3日。 展示
替えのため、臨時休館するこ
とがあります。
資料館への入館にはおたか
の道湧水園への入園料が必
要となります。
おたかの道湧水園（入園券は
史跡の駅で販売）
入園料：一般100円（年間パ
スポート1,000円）、中学生
以下無料

不動橋 
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国分寺市へGO! 　
　
　
　
　
　
☆
　
☆
　
☆

　
国
分
寺
市
に
は
、
こ
の
他
に
も
魅
力
溢
れ
る
散

策
ポ
イ
ン
ト
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
古
代
の
歴
史
ロ
マ

ン
に
想
い
を
馳
せ
な
が
ら
、
自
然
と
歴
史
が
調
和
す

る
国
分
寺
の
街
歩
き
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。 

※ 掲載データは平成30年4月20日現在のものです。

昨年の様子

毎年11月上旬に、市民ま
つり、商工まつり、農業祭
が一斉に開催される、国
分寺市内最大規模のイベ
ントです。姉妹都市・佐渡
市の物産直売や国分寺の
歴史に基づいて行われる
歴史行列、市民手づくりの模擬店やボーイスカウトなどに
よるパレードなどが行われる予定です。
会場／東京都立武蔵国分寺公園（国分寺市泉町二丁目）
問い合わせ先／国分寺まつり実行委員会事務局
（042-573-4378）

日本の宇宙開発は
国分寺から始まった！ 

ど
で
人
々
は
苦

し
み
、
政
治
も

混
乱
し
て
い
ま

し
た
。
そ
こ
で
聖

武
天
皇
は
、
仏
教
の
力
で

国
を
安
定
さ
せ
よ
う
と
、

諸
国
に
国
分
寺
を
建
立

す
る
よ
う
に
命
じ
ま
し

た
。 

　
武
蔵
国
で
は
、
国
府

（
今
の
府
中
市
）
に
近
く
、
都
に
通
じ
る
東
山
道
武

蔵
路
沿
い
で
豊
か
な
湧
水
が
出
る
、
国
分
寺
崖
線
の

麓
に
国
分
寺
を
置
き
ま
し
た
。国
分
寺
市
の
名
前
は
、

そ
れ
に
由
来
し
て
い
ま
す
。
武
蔵
国
分
寺
の
寺
地
は

東
西
1.5
㎞
、
南
北
１
㎞
に
も
及
び
、
全
国
に
建
て
ら

れ
た
国
分
寺
の
中
で
も
最
大
級
で
、
歴
史
的
に
も
重

要
な
こ
と
か
ら
、
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
武
蔵
国
分
寺
跡

で
は
金
堂
や
講
堂

が
あ
っ
た
場
所
が

分
か
る
よ
う
に
整

備
さ
れ
て
い
て
、

建
物
の
礎
石
な
ど

も
遺
さ
れ
て
い
ま

す
。
東
側
に
は
七

重
塔
跡
が
あ
り
、

こ
の
塔
は
高
さ
が

60
ｍ
ほ
ど
も
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
西
側
の
Ｊ
Ｒ
武

蔵
野
線
の
線
路
を
越
え
た
所
に
は
、
武
蔵
国
分
尼
寺

跡
が
あ
り
、
復
元
さ
れ
た
塀
、
礎
石
な
ど
を
見
学
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
武
蔵
国
分
寺
跡
か
ら
北
に
し
ば
ら
く
歩
く
と
、
右

手
に
広
々
と
し
た
東
京
都
立
武
蔵
国
分
寺
公
園
が

あ
り
ま
す
。
旧
国
鉄
の
中
央
鉄
道
学
園
の
跡
地
に
造

ら
れ
た
水
と
緑
豊
か
な
公
園
で
、
市
民
の
憩
い
の
場

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
昨
年
、
東
京
都
立
多
摩
図

書
館
が
立
川
市
か
ら
、
こ
の
公
園
の
西
側
に
移
転
し

て
き
ま
し
た
。約
１
万
７
千
誌
の
雑
誌
を
揃
え
た「
東

京
マ
ガ
ジ
ン
バ
ン
ク
」
を
は
じ
め
、
児
童
関
連
の
蔵

書
は
、
全
国
か
ら
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。 

　
図
書
館
の
向
か
い
に
、
東
山

道
武
蔵
路
跡
の
説
明
板
が
建
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
道
は
武
蔵
国

府
に
至
る
東
山
道
の
支
路
で
、

古
代
の
官
道
跡
と
し
て
学
術
上

の
価
値
が
高
く
、
国
史
跡
に
追
加
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
少
し
先
で
は
、実
際
に
古
代
の
道
幅
が
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
に
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　昭和30年、「日本の宇宙開発・ロ

ケット開発の父」ともいわれる糸川

英夫博士率いる東京大学生産技

術研究所が、現在の早稲田実業学

校の地で、初めて長さ23cmの小

型ロケット（ペンシルロケット）の水

平発射実験を行いました。その記

念として早稲田実業学校校門の左

前に顕彰碑が建てられました。 国分寺駅北口から、日本で活躍した歴代

のロケット12種類を描いたロケットマンホールが案内してくれ、歩きなが

らロケット開発の歴史を辿ることができます。 

第35回国分寺まつり

国分寺境内の万葉植物園

国分寺仁王門

東山道武蔵路跡 

武蔵国分寺跡 

国分寺薬師堂 

国分寺楼門 

東京都立多摩図書館 
国分寺市泉町２-２-２６　休館日： 第1木曜日、第3金曜日ほか　
開館時間：月～金曜日／10時～21時 
土・日・祝休日／10時～17時30分 

顕彰碑の隣は王貞治
がホームラン７５６号
世界記録を達成し、
第１回国民栄誉賞受
賞を記念して建てら
れた碑もあります

日本初の宇宙
開発の出発点
となったロケッ
トを記したマ
ンホール

日本の宇宙開発発祥の地の顕彰碑

様子

にに

れた碑もあ 連
の
蔵

すあります

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま



畠
山
　
小
学
校
１
年
生
の
時
か
ら
始
め
ま
し
た
。私
は
兄
が
二
人

い
る
せ
い
か
、小
さ
い
頃
か
ら
す
ご
く
活
発
で
、母
が
ス
ポ
ー
ツ
の
習

い
事
を
さ
せ
よ
う
と
、い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
の
体
験
に
連
れ
て
行
っ

て
く
れ
た
ん
で
す
。新
体
操
、バ
ス
ケ
ッ
ト
、バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、水
泳
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
の
舞
台
に
も
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。そ

ん
な
中
で
、曲
に
あ
わ
せ
て
踊
っ
た
り
、リ
ボ
ン
に
触
っ
た
り
し
た
時

に
、す
ご
く
き
れ
い
で
楽
し
い
な
と
思
っ
て
、新
体
操
を
自
分
か
ら

や
り
た
い
と
言
い
ま
し
た
。衣
裳
も
キ
ラ
キ
ラ
し
て
い
て
女
の
子
は

惹
か
れ
ち
ゃ
い
ま
す
よ
ね
。父
と
母
も
ス
ポ
ー
ツ
が
好
き
で
、と
に

か
く
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
遊
ん
で
く
れ
る
両
親
で
し
た
。最
初

か
ら
ひ
と
つ
の
ス
ポ
ー
ツ
に
絞
る
の
で
は
な
く
、い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を

体
験
さ
せ
て
く
れ
て
、自
分
で
選
択
で
き
る
よ
う
な
環
境
を
作
っ

て
く
れ
た
こ
と
を
今
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

―
―
新
体
操
日
本
代
表（
フ
ェ
ア
リ
ー
ジ
ャ
パ
ン
）に
な
っ
て
生
活
は

変
わ
り
ま
し
た
か
？

―
―
ロ
シ
ア
で
は
練
習
の
後
に
散
歩
に
行
か
れ
て
い
た
そ
う
で
す
ね
。

―
―
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
ア
ス
リ
ー
ト
に
と
っ
て
特
別
な
存
在
だ
と
思

う
の
で
す
が
。

―
―
新
体
操
は
い
つ
か
ら
始
め
ら
れ
た
の
で
す
か
？

畠
山
　
中
学
３
年
生
の
12
月
に
フ
ェ
ア
リ
ー
ジ
ャ
パ
ン
の
オ
ー
デ
ィ

シ
ョン
に
合
格
し
ま
し
た
。チ
ー
ム
を
結
成
し
て
３
日
後
に
は
、ロ
シ

ア
に
飛
ぶ
と
い
う
慌
た
だ
し
さ
で
し
た
。代
表
に
選
ば
れ
る
ま
で
は

学
校
が
あ
っ
た
の
で
、練
習
は
平
日
は
２
時
間
し
か
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。そ
れ
が
急
に
４
倍
の
１
日
８
時
間
か
ら
10
時
間
の
練
習
に

変
わ
り
ま
し
た
。代
表
に
選
ば
れ
た
時
は
嬉
し
か
っ
た
の
で
す
が
、

ロ
シ
ア
は
新
体
操
王
国
で
レ
ベ
ル
も
高
く
、環
境
の
変
化
と
レ
ベ
ル
の

高
さ
に
つい
て
い
け
る
の
か
な
と
い
う
不
安
が
あ
り
、代
表
に
な
って

最
初
の
辛
い
時
期
で
し
た
。で
も
、レ
ギ
ュ
ラ
ー
に
入
り
た
い
、中
で

畠
山
　
練
習
後
に
散
歩
は
よ
く
行
っ
て
い
ま
し
た
ね
。ロ
シ
ア
の
先

生
か
ら
、「
私
生
活
で
も
新
体
操
に
生
か
せ
る
よ
う
な
生
活
を
し

な
さ
い
。お
休
み
の
日
も
た
だ
、ぐ
た
っ
と
休
む
の
で
は
な
く
、外
に

出
て
、太
陽
や
緑・花
な
ど
、美
し
い
も
の
を
見
て
心
も
美
し
く
し

て
、次
の
日
は
気
持
ち
良
く
練
習
を
し
ま
し
ょ
う
。感
受
性
を
豊

か
に
し
て
そ
れ
を
表
現
力
に
生
か
し
な
さ
い
」と
言
わ
れ
た
ん
で

す
。ま
だ
15
歳
で
し
た
の
で
、最
初
は
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で

す
が
、少
し
ず
つ
先
生
の
言
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
て
、な
る

べ
く
外
に
出
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。世
界
三
大

美
術
館
の
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
美
術
館
や
バ
レ
エ
で
有
名
な
マ
リ
イ
ン
ス

キ
ー
劇
場
が
、サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
の
合
宿
所
の
近
く
に
あ
っ
た

の
で
、散
歩
以
外
に
も
、絵
画
や
バ
レ
エ
を
観
る
経
験
が
で
き
ま
し

た
。

畠
山
　
正
直
、ロ
ン
ド
ン
の
時
は
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。あ
ん
な

に
、１
日
８
時
間
、10
時
間
練
習
を
し
て
き
た
の
に
、試
合
は
2
分

半
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
の
で「
も
う
終
わ
っ
ち
ゃっ
た
の
…
」と
い
う

踊
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、辛
い
と
い
う

思
い
が
消
え
て
いって
、気
づ
い
た
ら
必
死
に
な
って
い
ま
し
た
。そ
れ

で
乗
り
越
え
ら
れ
た
の
だ
と
思
って
い
ま
す
。中
学
の
卒
業
式
に
も

出
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、友
だ
ち
か
ら「
頑
張
っ
て
ね
」と
い
う

手
紙
を
も
ら
っ
た
こ
と
も
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
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新
体
操
日
本
代
表（
フ
ェ
ア
リ
ー
ジ
ャ
パ
ン
）と
し
て
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
２
度
出
場
し
、

優
雅
な
表
情
と
華
や
か
な
舞
い
で
日
本
中
に
感
動
を
与
え
て
く
れ
た
畠
山
愛
理
さ
ん
。

現
役
引
退
後
は
、ス
ポ
ー
ツ
中
継
の
リ
ポ
ー
タ
ー
を
始
め
、様
々
な
メ
デ
ィ
ア
に
出
演
し
、

活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
ん
な
畠
山
さ
ん
に
、散
歩
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

―
―
畠
山
さ
ん
に
と
っ
て
、新
体
操
の
魅
力
と
は
ど
ん
な
こ
と
で

す
か
?

―
―
散
歩
に
は
行
か
れ
ま
す
か
？

―
―
休
み
の
時
は
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
て
い
る
の
で
す
か
。

―
―
今
後
の
抱
負
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

畠
山

　
引
退
を
し
て
か
ら
実
家
に
１
年
い
た
頃
、仕
事
の
な
い
日

や
、夜
に
母
と
一
緒
に
寝
る
前
に
、時
間
が
許
す
限
り
、保
護
犬
の

シェ
リ
ち
ゃ
ん
と
散
歩
に
行
って
い
ま
し
た
。緑
や
お
花
が
好
き
な
の

で
散
歩
は
な
る
べ
く
、自
然
を
肌
で
感
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
を
選
ん
で

い
ま
し
た
。家
の
近
く
に
桜
が
す
ご
く
き
れ
い
な
公
園
が
あ
っ
て
、

畠
山

　
今
年
の
４
月
か
ら
、N
H
K
の
サ
ン
デ
ー
ス
ポ
ー
ツ

2
0
2
0
に
レ
ギ
ュラ
ー
で
出
演
し
て
い
ま
す
の
で
、オ
フ
の
日
も
調

べ
も
の
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。ス
ポ
ー
ツ
選
手
目
線
で
伝
え
て
く
だ

さ
い
と
言
わ
れ
る
の
で
す
が
、新
体
操
以
外
の
ス
ポ
ー
ツ
も
興
味
は

あ
っ
た
の
で
す
が
、現
役
の
時
は
あ
ま
り
テ
レ
ビ
を
見
る
時
間
が
な

く
、の
め
り
こ
ん
で
見
る
も
の
が
な
か
っ
た
の
で
勉
強
中
で
す
。サ
ン

デ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
は
、ア
ス
リ
ー
ト
は
私
し
か
い
な
い
の
で
、生
放
送

と
い
う
緊
張
感
も
あ
り「
し
っ
か
り
し
な
き
ゃ
」と
思
っ
て
い
る
ん
で

す
。競
技
と
は
違
っ
た
意
味
で
の
緊
張
感
を
久
し
ぶ
り
に
感
じ
て
い

ま
す
。

畠
山

　
レ
ギ
ュ
ラ
ー
の
仕
事
が
決
ま
っ
た
こ
と
で
、責
任
感
と
い
う

も
の
を
い
い
意
味
で
感
じ
て
い
ま
す
。ア
ス
リ
ー
ト
だ
っ
た
か
ら
こ
そ

伝
え
ら
れ
る
こ
と
が
絶
対
に
あ
る
の
で
す
が
、ま
だ
、私
自
身
に
そ

れ
を
伝
え
る
力
が
足
り
な
い
の
で
、経
験
と一緒
に
伝
え
る
力
を
ど

ん
ど
ん
増
や
し
て
い
け
た
ら
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。新
体
操
は
伝
え

る
と
い
う
こ
と
が
大
切
な
競
技
で
す
の
で
、新
体
操
で
教
え
て
も

ら
っ
た
こ
と
を
生
か
し
つつ
、そ
う
い
う
リ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
き
た
い

で
す
。

畠
山

　
新
体
操
の
魅
力
は
、見
て
い
る
人
に
感
動
を
与
え
ら
れ
る

だ
け
で
な
く
、い
ろ
い
ろ
な
感
情
を
見
て
い
る
人
た
ち
に
伝
え
ら
れ

る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
新
体
操
は
サ
ー
カ
ス
的
な
ア

ク
ロ
バ
テ
ィ
ッ
ク
な
技
術
も
入
っ
て
く
る
の
で
、観
客
を
絶
対
に
飽

き
さ
せ
な
い
ん
で
す
よ
ね
。新
体
操
の
魅
力
に
気
づ
け
た
の
も
ロ
シ

ア
に
行
っ
て
か
ら
な
ん
で
す
。そ
れ
ま
で
は
、ミ
ス
し
な
い
よ
う
に
気

を
付
け
よ
う
、と
い
う
だ
け
で
試
合
に
出
て
い
た
の
で
。も
っ
と
も
っ

と
皆
さ
ん
に
見
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
ね
。私
の
人
生
は
、

新
体
操
で
成
長
し
て
いっ
た
よ
う
な
も
の
な
の
で
、第
二
の
母
の
よ

う
な
感
じ
な
の
か
な
…
…
。お
母
さ
ん
は
本
当
に
大
切
に
育
て
て

く
れ
ま
し
た
が
、い
い
意
味
で
の
試
練
や
辛
い
こ
と
っ
て
い
う
の
は
、

新
体
操
だ
け
で
味
わ
って
き
て
い
る
の
で
、新
体
操
が
今
の
自
分
を

作
っ
て
く
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。新
体
操
と一
緒
に
成
長
し
て
き

た
感
じ
で
す
。

6歳から新体操を始め、2009年12月、中学3年
生の時に日本代表であるフェアリージャパンオー
ディションに合格し、初めて新体操日本ナショナ
ル選抜団体チーム入りを果たす。2012年、17歳
で自身初となるロンドン五輪に団体で出場し、7
位入賞に貢献。その後、日本女子体育大学に進
学し、2015年の世界新体操選手権では、団体種
目別リボンで日本にとって40年ぶりとなる銅メダ
ルを獲得。2016年のリオデジャネイロ五輪にも
団体で出場し、8位入賞。リオデジャネイロ五輪
終了後に現役引退を発表する。 また2015年に
開催されたミス日本コンテストにおいて、大会へ
の応募に関わらず、美と健康の素晴らしい資質を
持った女性のさらなる活躍を応援するという特別
栄誉賞、「和田静郎特別顕彰ミス日本」を受賞し
た。現在は新体操の指導、講演、メディア出演な
どで活躍中。2018年4月より「サンデースポーツ
2020」（NHK）、「バカリズムの30分ワンカット紀
行」（BSジャパン）にレギュラー出演中。 

はたけやま・あいり

感
じ
で
し
た
。リ
オ
の
時
は
も
う
引
退
す
る
と
決
め
て
出
場
し
て
い

ま
し
た
の
で
、終
わ
っ
た
あ
と
に
、観
客
席
に
い
た
両
親
と
下
の
兄
の

笑
顔
や
ち
ょっ
と
涙
ぐ
ん
で
い
る
姿
が一
番
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

家
族
へ
の「
あ
り
が
と
う
！
」と
い
う
気
持
ち
が
溢
れ
出
て
き
ま
し

た
。家
族
の
存
在
が
大
き
く
て
、中
々
会
え
な
か
っ
た
か
ら
こ
そ
、た

ま
に
会
っ
た
時
の
嬉
し
さ
が
あ
り
ま
し
た
。中
学
3
年
で
家
を
離

れ
た
時
に
は
、お
母
さ
んって
こ
ん
な
に
大
変
な
こ
と
を
し
て
い
た
ん

だ
な
と
実
感
し
ま
し
た
。私
は
引
退
を
し
ま
し
た
が
、後
輩
た
ち

が
2
0
2
0
年
の
東
京
五
輪
で
の
メ
ダ
ル
を
目
指
し
て
頑
張
って
い

ま
す
。そ
の
活
躍
の
姿
が
刺
激
に
な
っ
て
、今
は
お
互
い
に
切
磋
琢

磨
し
て
い
る
感
覚
で
い
ま
す
。

散
歩
コ
ー
ス
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。シ
ェ
リ
ち
ゃ
ん
は
、私
や

家
族
が
帰
って
く
る
と
、鍵
を
開
け
る
音
に
気
づ
い
て
、耳
を
ピ
ン
と

立
て
て
と
って
も
可
愛
い
ん
で
す
。今
は
、休
み
の
日
に
目
的
も
な
く

プ
ラ
プ
ラ
と
歩
く
の
が
私
の
散
歩
に
な
って
い
ま
す
。
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１
３
０
０
年
の
歴
史
が

息
づ
く
緑
豊
か
な
街
・

国
分
寺
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奈
良
時
代
に
建
立
さ
れ
た
武
蔵
国
分
寺
で
歴
史
デ
ビ
ュ
ー

鉄
道
の
開
通
で
賑
わ
い
を
取
り
戻
す

国
分
寺
市
は
、東
京
都
の
真
ん
中
、お
へ
そ（
重
心
）部
分
に
位
置
す
る
と
認
定
さ
れ
て
い
ま

す
。市
内
に
は
、古
多
摩
川
が
武
蔵
野
台
地
を
削
っ
て
造
っ
た
、国
分
寺
崖
線
が
東
西
に
貫
い

て
い
ま
す
。こ
の
崖
線
か
ら
は
地
下
水
が
湧
き
出
て
い
て
、そ
の
恵
み
で
古
く
か
ら
人
々
の
生
活
が
営

ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　
奈
良
時
代
、聖
武
天
皇
の「
国
分
寺
建
立
の
詔

み
こ
と
の
り」が

発
布
さ
れ
、武
蔵
国
で
は
水
が
豊
か
な
こ
の

地
に
国
分
寺
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。当
時
の
寺
は
総
合
大
学
の
よ
う
な
も
の
で
、寺
を
中
心
に
多
く

の
人
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。武
蔵
国
分
寺
は
奈
良
の
東
大
寺（
大
和
国
分
寺
）、山
城
国
分
寺
に
次

ぐ
、全
国
で
も
最
大
級
の
規
模
で
し
た
。

　
し
か
し
、鎌
倉
時
代
末
期
の
戦
乱
に
よ
っ
て
、武
蔵
国
分
寺
は
焼
失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。そ
の

後
、新
田
義
貞
が
国
分
寺
薬
師
堂
を
再
建
し
ま
し
た
。江
戸
時
代
に
な
って
新
田
開
発
が
行
わ
れ
る

と
、農
家
な
ど
が
増
え
、徐
々
に
人
口
が
増
加
し
て
い
き
ま
し
た
。

明
治
時
代
に
な
る
と
、各
地
に
鉄
道
が
敷
設
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、明
治
22
年（
１
８
８
９
）、

甲
武
鉄
道（
現・J
R
中
央
線
）が
新
宿
〜
八
王
子
間
で
開
通
し
、国
分
寺
駅
も
開
業
し
ま

し
た
。さ
ら
に
、明
治
27
年（
１
８
９
4
）に
は
国
分
寺
〜
川
越
間
を
走
る
川
越
鉄
道（
現・西
武
国

分
寺
線
）が
開
通
し
ま
し
た
。こ
の
頃
、国
分
寺
駅
と
か
つ
て
武
蔵
国
の
国
府
が
あ
っ
た
府
中
町
の
間

に
、乗
合
馬
車
も
運
行
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
今
は
国
分
寺
か
ら
東
村
山
ま
で
わ
ず
か
５
駅
、の
ど
か
な
田
園
風
景
を
走
る
西
武
国
分
寺
線
で

す
が
、実
は
西
武
線
の
中
で
最
も
歴
史
の
古
い
路
線
な
の
で
す
。昭
和
初
期
に
高
田
馬
場
〜
東
村
山

間
が
開
業
し
、現
在
の
区
間
に
分
離
さ
れ
る
ま
で
、こ
の
川
越
鉄
道
が
本
線
で
し
た
。ま
た
、現
在
は

な
く
な
り
ま
し
た
が
、多
摩
川
の
砂
利
を
運
ぶ
た
め
に
作
ら
れ
た
下し

も
が
わ
ら
せ
ん

河
原
線
も
走
って
い
ま
し
た
。

　
国
分
寺
駅
が
作
ら
れ
た
頃
は
、集
落
が
北
側
に
し
か
な
か
っ
た
の
で
、改
札
口
は
北
口
だ
け
で
し

た
。そ
の
た
め
、北
口
を
基
点
に
道
路
が
整
備
さ
れ
、商
店
が
立
ち
並
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。大
正

12
年（
１
9
2
3
）の
関
東
大
震
災
に
よ
っ
て
、住
宅
や
軍
需
工
場
が
東
京
市
内
か
ら
郊
外
に
移
っ
て

く
る
と
、国
分
寺
の
人
口
も
増
加
し
ま
し
た
。昭
和
に
な
る
と
国
分
寺
駅
を
基
点・経
由
地
と
す
る

大
鉄
道
網
が
計
画
さ
れ
ま
し
た
が
、現
実
化
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

国分寺市のランドマークとなったココブンジウエストとココブンジイースト

国分寺駅南口国分寺駅北口急ピッチで進められる
ココブンジ周辺の開発
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再
開
発
で
劇
的
に
変
貌
を
遂
げ
る
国
分
寺
駅
北
口
周
辺

国
分
寺
駅
の
歴
史
は
北
口
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。北
口
周
辺
は
、国
分
寺
の
中
心
市
街
地
と

し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
が
、昔
な
が
ら
の
駅
前
広
場
は
手
狭
で
、い
つ
も
路
線
バ
ス
や
タ
ク

シ
ー
で
混
雑
し
て
い
て
、と
て
も
不
便
で
し
た
。

　
そ
こ
で
、平
成
27
年（
2
0
1
5
）か
ら
国
分
寺
駅
北
口
地
区
の
再
開
発
が
始
ま
り
ま
し
た
。駅

と
直
結
す
る
西
街
区
に
は
、地
上
36
階
の
超
高
層
ビ
ル
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。こ
の
ビ
ル
に
は
、地
下

１
階
か
ら
５
階
ま
で
飲
食
店
な
ど
の
商
業
施
設
や
公
益
施
設
が
入
り
、６
階
以
上
は
住
宅
に
な
っ
て

い
ま
す
。西
街
区
の
高
層
ビ
ル
は
、多
摩
地
域
で
第
２
位
の
高
さ
を
誇
って
い
ま
す
。

　
こ
の
ビ
ル
の
前
に
は
、広
々
と
し
た
交
通
広
場
が
2
0
2
0
年
に
完
成
予
定
で
す
。北
口
駅
前
の

利
便
性
が
大
幅
に
ア
ッ
プ
し
ま
す
。交
通
広
場
に
は
、国
分
寺
崖
線
や
武
蔵
野
を
感
じ
ら
れ
る
植
栽

や
水
の
施
設
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、駅
の
東
側
の
東
街
区
に
も
、地
上
35
階
の
超
高
層
ビ
ル
が

建
て
ら
れ
ま
し
た
。c
o
co
b
u
n
j
i（
ココ
ブ
ン
ジ
）と
命
名
さ
れ
た
ツ
イ
ン
ビ
ル
は
、国
分
寺
の
ラ

ン
ド
マ
ー
ク
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。建
築
に
あ
た
って
は
、屋
上
緑
化
な
ど
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用

し
、歩
行
者
デ
ッ
キ
、ビ
ル
内
立
体
広
場
な
ど
、様
々
な
方
法
で
ゆ
と
り
あ
る
歩
行
者
空
間
を
確
保
し

て
い
ま
す
。

　
古
い
歴
史
に
彩
ら
れ
、武
蔵
野
の
豊
か
な
自
然
に
包
ま
れ
た
国
分
寺
は
、都
内
に
あ
る
文
教
地
区

の一つ
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。国
分
寺
駅
に
は
現
在
、J
R
中
央
線
、西
武
国
分
寺
線・多
摩
湖

線
と
複
数
の
路
線
が
乗
り
入
れ
て
い
て
ア
ク
セ
ス
も
良
好
で
す
。駅
北
口
の
再
開
発
で
、ま
す
ま
す

賑
わ
っ
て
い
る
国
分
寺
市
は
、今
後
は
東
京
都
の
中
心
に
位
置
す
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、文
化・教

育
の
中
心
地
に
も
な
って
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
る
と
、武
蔵
野
地
域
に
工
場
が
疎
開
し
て
き
た
た
め
、工
場
で
働
く
人
も

移
り
住
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。戦
後
、高
度
経
済
成
長
期
を
経
て
、国
分
寺
の
人
口
は
５
万
人
を

超
え
、都
市
化
が
進
み
、昭
和
39
年（
１
９
６
４
）に
国
分
寺
市
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
国
分
寺
駅
を
利
用
す
る
人
も
増
え
続
け
、駅
の
改
良
や
駅
周
辺
の
再
開
発
も
進
め
ら
れ
ま
し

た
。昭
和
末
期
に
国
分
寺
駅
南
口
の
再
開
発
が
計
画
さ
れ
、８
階
建
て
の
駅
ビ
ル
の
建
設
も
始
ま

り
、平
成
元
年（
１
９
８
９
）に
完
成
し
ま
し
た
。そ
の
頃
、西
国
分
寺
駅
の
再
開
発
も
行
わ
れ
ま
し

た
。そ
の
後
、国
分
寺
駅
南
口
の
駅
ビ
ル
は
大
改
装
さ
れ
９
階
建
て
に
な
り
、現
在
は「
セ
レ
オ
国
分

寺
」と
し
て
営
業
さ
れ
て
い
ま
す
。

国分寺駅北口の切符売り場と改札口
（昭和48年）

ココブンジウエスト5階の屋上庭園「リオン広場」

駅前通りと大学通り、西通りの交差点か
ら望む（昭和37年）

市制当日 国分寺百貨店の様子
（昭和39年11月５日）

新道のT字路から北を望む。八百幸がトーエー
スーパーに変わっている（昭和39年７月末）

新道のT字路から北を望む。左側の電
気屋のショーウィンドーのテレビのプロレ
ス中継が人気だった（昭和40年６月）

昭和の国分寺駅北口の様子

ココブンジウエスト

■モノクロ写真提供／武蔵国分寺跡資料館

再開発で新しく生まれ変わる国分寺駅北口

駅側から望む国分寺駅北口ロータリー
（昭和34年12月）

柳寿司の店は現存。国分寺商工会のア
ーケードは現在はありません。（昭和49年）

国分寺駅北口ロータリーの東側
（昭和49年）

国分寺駅北口ロータリーの西側
（昭和49年）
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文筆業・編集者。長野県生まれ。通信社記
者、歴史関係出版社編集者を経て独立。
著書に『一冊で日本の名著100冊を読む』

『続・一冊で日本の名著100冊を読む』
(友人社)、『東京お墓巡り～時代に輝いた
50人～』（ＮＨＫ出版）、『江戸・東京　橋も
のがたり』『大江戸災害ものがたり』(明治
書院)など多数。現在、江戸文化・故事・伝
説の実踏的研究をすすめている。 

酒井茂之　さかい・しげゆき
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橋
に
ま
つ
わ
る
歴
史
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ひ
も
と
き
な
が
ら
、東
京
の
橋
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

千代田区三崎町1丁目～
文京区本郷1丁目

水道橋
第2 0 回

酒 井 茂 之

　
水
道
橋
駅
の
東
口
改
札
を
出
る
と
、
目
の
前
を
広
々
と
し

た
白
山
通
り
が
横
切
っ
て
い
る
。
こ
の
通
り
に
沿
っ
て
左
に

曲
が
る
と
、
す
ぐ
に
神
田
川
に
架
か
る
橋
を
渡
る
こ
と
に
な

る
。
こ
れ
が
水
道
橋
で
あ
る
。 

　
現
在
の
水
道
橋
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
で
、
デ
ザ
イ
ン

的
に
も
目
を
引
く
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
し

か
も
、
橋
の
上
か
ら
見
え
る
神
田
川
は
、
両
岸
が
垂
直
の
壁

に
な
っ
た
水
路
の
装
い
だ
か
ら
、
景
観
的
に
も
素
晴
ら
し
い

と
い
う
わ
け
で
も
な
い
。
気
が
付
い
た
ら
、
い
つ
の
間
に
か

橋
を
渡
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
存
在
感

が
希
薄
な
橋
梁
と
い
っ
て
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
で

も
、
高
欄
に
は
波
の
模
様
の
意
匠
が
ほ
ど
こ
さ
れ
、
左
岸
側

の
橋
詰
に
は『
江
戸
名
所
図
会
』の
挿
絵
を
浮
き
彫
り
に
し
た

プ
レ
ー
ト
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。 

　
現
在
の
水
道
橋
は
、
昭
和
63
年（
１
9
8
8
）に
架
設
さ
れ
、

長
さ
が
24
・
９
ｍ
、
幅
が
30
ｍ
以
上
も
あ
る
。
こ
の
橋
は
、

江
戸
時
代
の
早
い
時
期
に
架
橋
さ
れ
た
と
み
な
さ
れ
て
い
る

が
、
い
つ
頃
架
け
ら
れ
た
の
か
、
は
っ
き
り
と
し
て
い
な
い
。 

　
天
正
18
年（
１
５
９
０
）、
徳
川
家
康
が
江
戸
に
入
府
す
る

以
前
、
江
戸
城
の
前
に
は
本
郷
台
地
か
ら
張
り
出
し
た
江
戸

前
島
と
い
う
半
島
が
延
び
、
こ
の
半
島
と
江
戸
城
と
の
間
に

日
比
谷
入
江
が
入
り
込
ん
で
い
た
。
日
比
谷
入
江
に
は
神
田

急
務
を
要
し
た
江
戸
の
上
水 

水
道
橋
の
旧
名
は「
吉
祥
寺
橋
」 

川
の
原
型
で
あ
る
平
川
が
流

れ
込
み
、
平
川
に
は
小
石
川

が
合
流
し
て
い
た
。 

　
初
期
の
江
戸
の
東
側
は
海

辺
の
湿
地
帯
だ
っ
た
の
で
、

井
戸
を
掘
っ
て
も
塩
入
り
の

水
し
か
出
ず
、
急
務
を
要
し

た
の
が
上
水
の
確
保
で
あ
っ

た
。
家
康
が
入
府
し
て
間

も
な
い
頃
、
幕
命
に
よ
り
工

事
に
あ
た
っ
た
の
が
大
久
保
忠
行
と
い
う
家
臣
で
あ
る
。
忠

行
は
最
初
、
小
石
川
を
引
く
こ
と
を
計
画
し
、
そ
の
後
、
井

の
頭
の
池
を
水
源
と
す
る
神
田
上
水
に
発
展
さ
せ
て
い
く
の

で
あ
る
。
こ
の
功
績
に
よ
り
大
久
保
忠
行
は
、
家
康
か
ら

「
主も

ん
と水
」の
名
を
与
え
ら
れ
た
と
い
う
逸
話
も
残
っ
て
い
る
。 

　
神
田
上
水
は
井
の
頭
池
を
水
源
と
し
、
妙
正
寺
川
や
善
福

寺
川
の
流
れ
を
合
わ
せ
て
、
小
石
川
関
口
の
大お

お
あ
ら
い
ぜ
き

洗
堰
ま
で
導

か
れ
た
。
堰
に
よ
っ
て
か
さ
上
げ
さ
れ
た
上
水
は
、
白
堀
で

水
戸
藩
の
上
屋
敷
ま
で
引
か
れ
、
堰
か
ら
あ
ふ
れ
た
余
水
は

江
戸
川
（
現
・
神
田
川
）
に
落
と
さ
れ
た
。
水
戸
の
上
屋
敷

を
貫
流
し
た
上
水
は
、
神
田
川
を
ま
た
ぐ
懸か

け

樋と
い

を
通
過
し
て

長谷川雪旦・画『江戸名所図会』の「お茶の水　
水道橋　神田上水懸樋」。（国立国会図書館デジ
タル化資料）より 

水道橋 

12 ● 2018 SPRING

「東京 橋のポケットマップ」
好評販売中です！

※詳細につきましては、裏表紙をご覧ください。

日
本
最
古
の
都
市
水
道 

　
懸
樋
は
銅
板
を
張
っ
た
屋
根
が
つ
い
た

立
派
な
も
の
だ
っ
た
。『
江
戸
名
所
図
会
』

に
は
長
谷
川
雪
旦
の
筆
に
よ
る
「
お
茶
の

水
　
水
道
橋
　
神
田
上
水
懸
樋
」
と
題
し

た
挿
絵
が
あ
る
。
客
を
乗
せ
た
舟
が
神
田

川
を
行
き
、
川
の
上
に
は
立
派
な
懸
樋
が

横
切
っ
て
い
る
。
そ
の
向
こ
う
に
は
水
道
橋

の
絵
も
描
か
れ
、
さ
ら
に
遠
く
に
は
富
士
山
ま
で
見
え
て
い

る
。
右
側
の
崖
の
上
に
は
、
水
番
所
を
か
ね
た
「
守
山
」
と

い
う
屋
号
の
う
な
ぎ
屋
も
あ
る
。「
守
山
」
で
は
神
田
川
の

生
け
簀
で
う
な
ぎ
を
飼
育
し
て
客
に
出
し
て
い
た
が
、
水
が

良
か
っ
た
の
で
す
こ
ぶ
る
美
味
だ
と
評
判
だ
っ
た
。 

　
長
谷
川
雪
旦
が
挿
し
絵
を
描
き
に
来
た
時
、
歩
き
回
っ
て

疲
れ
た
の
で
「
守
山
」
に
上
が
り
、
お
猪
口
を
傾
け
な
が
ら

下
絵
を
描
い
て
い
た
。
そ
の
晩
の
こ
と
、神
田
川
を
舟
で
や
っ

て
き
た
泥
棒
が
「
守
山
」
に
侵
入
し
た
。
翌
日
、
駆
け
つ
け

た
町
役
人
が
聞
き
書
き
を
し
た
と
こ
ろ
、
女
中
の
一
人
が
昨

日
、
一
人
の
男
が
筆
を
走
ら
せ
な
が
ら
キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
し
て

い
た
と
証
言
し
た
。
き
っ
と
、
そ
の
男
が
泥
棒
に
違
い
な
い

と
な
り
、
雪
旦
は
御
用
に
な
り
そ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、

神
田
の
草
分
け
名
主
で
、
同
心
た
ち
の
中
に
何
人
も
の
顔
見

知
り
が
い
た
斎
藤
月
岑
の
証
言
で
、
雪
旦
の
疑
い
は
無
事
に

晴
れ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
残
さ
れ
て
い
る
。 

　
水
道
橋
か
ら
神
田
川
の
左
岸
に
沿
っ
て
、
御
茶
ノ
水
駅
方

面
に
坂
道
を
登
っ
て
い
く
と
、右
手
に
「
神
田
上
水
懸
樋
（
掛

樋
）
跡
」
と
彫
ら
れ
た
大
き
な
自
然
石
が
置
か
れ
て
い
る
。

石
碑
の
正
面
に
は
、
こ
の
碑
が
あ
る
付
近
に
懸
樋
が
架
け
ら

れ
て
い
た
こ
と
と
、
江
戸
時
代
に
描
か
れ
た
絵
を
添
え
た
プ

レ
ー
ト
が
は
め
込
ま
れ
て
い
る
。 

　
神
田
上
水
懸
樋
は
、
明
治
34
年
（
１
９
０
１
）
ま
で
、
東

京
市
民
に
上
水
を
供
給
し
つ
づ
け
た
、
日
本
最
古
の
都
市
水

道
だ
と
い
わ
れ
て
い
た
が
、
今
で
は
懸
樋
の
痕
跡
も
、
う
な

ぎ
屋
「
守
山
」
の
跡
も
す
っ
か
り
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
ま

た
、
神
田
上
水
の
取
り
入
れ
口
に
な
っ
て
い
た
関
口
の
大
洗

堰
も
、
明
治
34
年
（
１
９
０
１
）
に
上
水
と
し
て
の
役
目
を

終
え
た
の
ち
工
業
用
水
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ

も
昭
和
８
年
（
１
９
３
３
）
に
廃
止
さ
れ
、
石
垣
も
取
り
壊

さ
れ
て
消
滅
し
た
。
現
在
、
堰
が
あ
っ
た
付
近
の
江
戸
川
橋

公
園
に
、
堰
に
使
わ
れ
て
い
た
石
材
が
残
さ
れ
て
い
る
だ
け

で
あ
る
。 

神
田
や
日
本
橋
方
面
の
町
屋
や
武
家
屋
敷
に
給
水
さ
れ
た
。 

　
こ
の
懸
樋
の
少
し
上
流
に
架
け
ら
れ
て
い
た
橋
が
「
水
道

橋
」
で
あ
る
。『
御
府
内
備
考
』
の
「
水
道
橋
」
の
項
に
は
「
水

道
橋
　
此
橋
に
並
び
て
上
水
の
大
樋
あ
る
ゆ
へ
名
と
す
。
昔

此
橋
の
東
北
に
駒
込
の
吉
祥
寺
あ
り
し
か
ば
、
古
は
吉
祥
寺

ば
し
と
も
い
へ
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

　
ま
た
、
斎
藤
幸
成
（
月げ

つ

岑し
ん

）
が
刊
行
し
た
地
誌
『
江
戸
名

所
図
会
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。 

「
水
道
橋
　
小
川
町
よ
り
小
石
川
へ
の
出
口
、
神
田
川
の
流

れ
に
架わ

た

す
。
こ
の
橋
の
少
し
下
の
方
に
、
神
田
上
水
の
懸
樋

あ
り
、
ゆ
ゑ
に
号な

と
す
（
こ
の
下
の
川
は
万
治
〔
1
6
5
8

〜
6
1
〕
の
頃
、
仙
台
侯
鈞き

ん

命め
い

を
奉
じ
て
、
掘
り
割
ら
る
る

と
こ
ろ
な
り
と
い
ふ
）。
万
治
の
頃
ま
で
、
駒
込
の
吉
祥
寺

こ
の
地
に
あ
り
。
そ
の
表
門
の
通
り
に
あ
り
し
と
て
、
こ
の

橋
の
旧
名
を
吉
祥
寺
橋
と
も
い
へ
り
。（
後
略
）」 

　
吉
祥
寺
は
明
暦
３
年
（
１
６
５
７
）
に
江
戸
の
町
を
一
変

さ
せ
た
「
明
暦
の
大
火
」
で
焼
亡
し
た
の
ち
、
駒
込
に
移
さ

れ
る
ま
で
は
、
現
在
の
元
町
公
園
か
ら
都
立
工
芸
高
校
付
近

に
至
る
一
帯
を
寺
地
と
し
た
大
き
な
寺
院
だ
っ
た
。
当
時
橋

は
こ
の
門
前
付
近
に
あ
り
、
現
在
架
け
ら
れ
て
い
る
位
置
よ

り
、
や
や
下
流
に
架
橋
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。 

　
こ
の
大
火
の
37
年
前
、
２
代
将
軍
・
秀
忠
の
時
代
に
は
、

平
川
の
下
流
の
洪
水
対
策
と

外
濠
の
強
化
の
た
め
に
、
南

に
流
れ
て
い
た
流
路
を
東
に

向
け
る
工
事
が
行
わ
れ
た
。

元
和
６
年
（
１
６
２
０
）
秀

忠
の
台
命
を
受
け
た
伊
達
政

宗
は
、
神
田
山
を
掘
り
下
げ

て
人
工
の
渓
を
造
り
湯
島
台

と
駿
河
台
に
分
け
た
。
仙
台

堀
ま
た
は
、
茗
渓
と
も
呼
ば

れ
る
渓
が
出
現
し
た
の
で
あ

る
。
そ
の
後
の
寛
永
６
年
（
１
６
２
９
）
に
神
田
上
水
は
、

神
田
川
を
跨
い
だ
懸
樋
を
通
過
し
、
地
下
に
埋
設
さ
れ
た
石

樋
や
木
樋
を
通
し
て
江
戸
市
中
に
給
水
さ
れ
て
い
く
。 

301

405

水道橋水道橋

神田川

JR中央線

水道橋駅

白
山
通
り

外堀通り

都
営
三
田
線

東京ドーム

東京ドーム
ホテル

都立
工芸高校

水道橋

●架橋位置／千代田区三崎町1丁目～文京区本郷1丁目 
●橋長24.9ｍ　

千代田区三崎町 1 丁目～文京区本郷 1 丁目
に架橋された都道 301 号（白山通り）を通す

橋。昭和 3 年（1928）に、長さ17.8m、幅 30.7m に
なる鋼橋が架けられ、現在の橋は昭和 63 年（1988）に
架けかえられた、単純鋼床版箱桁橋。 

明治7年(1874)頃の水道橋　Ⓒ文京ふるさと資料館 

神田上水懸樋跡の石碑 
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花が大好きという思いが、
私たちの活動の原動力です。
丹精込めて育てた
花たちに、地域も私たちも
癒されています。

音六町内会植栽係の皆さん

TR みちづくりサポートにより支給された
ジャンパーは活動の目印になっています。

通りかかった人から声をかけられることも多く
なりました。

見えない部分こそ念入りにします。

護国寺から寄付された腐葉土

チームワークも抜群！

地元の人から
いただいた
チューリップも満開

どんな花を
植えるのかを
考えるのも
楽しみです！ 

自分たちで
育てた花に

囲まれて嬉しく
なります！

水やりは
大変ですが
花のために

頑張っています！

花壇が
キレイになって
ポイ捨てゴミが

減りました！

手袋は大事に
使っています！

■「東京ふれあいロード・プログラム」の概要
公社は、「東京ふれあいロード・プログラム」に協力し、参加団体の皆様に活動費の
助成などを行い、道路美化活動をサポートしています。

■公社の役割

参加団体
道路美化活動に
関する協力・支援

活動費の助成など

協定の締結
東京都（道路管理者）

環境に対する意識は年々高まり、道路空間にもうるおいと安らぎが求められ
ています。私ども公社では、ボランティアによる快適な道路環境づくりを目
指す東京都の「東京ふれあいロード・プログラム」に協力しています。
このプログラムは、道路の清掃や植栽の手入れなどの道路美化活動を、地域
住民の協力や地元自治体、企業団体と東京都が協力しあって進めていくもの
です。
平成30年4月現在、この「東京ふれあいロード・プログラム」に参加くださっ
ている団体は146団体です。公社ではこのプログラムに参加する団体に対
し、清掃グッズやジャンパー等の支援や、活動費用を助成しています。

公益目的事業①（道路に関する助成支援事業）

コミュニケーションがバッチリ。
いつも笑顔が絶えません！

●公社では、東京ふれあいロード・プログラム参加団体を対象に、「清掃用具やジャ
ンパー等の物品支援」を行っています。 物品支援について、詳しくは公社にお問
い合わせください。

（公財）東京都道路整備保全公社 総務部 公益事業課
【電話：03-5381-3380（直通）】

■公社によるTRみちづくりサポート事業

対象となる活動

対象となる活動は、都道で行う
次の（1）、（2）に該当する活動です。

1 清掃活動
清掃活動とは、紙くず・空き缶・吸殻・落ち葉などを拾う活
動です。

2 緑化活動
緑化活動とは、植栽の手入れ・花苗の植替え・種まき等を行
う活動です。

対象となる団体 東京都内の自治会、町内会、商店会、学校、企業、NPO 法人、
ボランティア団体等

活動場所 都道の歩道部分（供用を開始した道路）

募集期間 随時募集しています。

活動期間 年間を通じて活動することとし、特に期間は定めていません。

活動に係る
支援等

原則として、無償で活動していただきますが、活動の補助として、
活動用具等の費用の一部支援を受けることができます。

支援の
内容

活動費の支援（1 年間 最高 8 万円まで）※

活動区域内へのサイン（表示板）の設置

※審査の結果、有償団体として認定した団体に限ります。

認定方法 団体等から、活動を希望する区間（都道）を提示された後、活動
の場所等が適切かどうか、東京都が確認した上で認定します。

年２回の花の植え替えで、
花壇はいつも色とりどりの花たちで

華やいでいます！

花からパワーをもらっています！

主な活動内容／第１・第3火曜日。11
時～12時。植栽の管理と道路清掃。
年2回の花植え(5月、11月) 。
音六町内会のある都道音羽池袋線
435号の文京区音羽一丁目9～21
地先の歩道の清掃と花壇の花植え、
水やり、花がらつみ。
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音羽地域
活動センター

活動場所
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　音六町内会植栽係は、平成26年に東京ふれあいロード・プログ
ラムに認定され、文京区音羽一丁目9～21地先の花壇の花植えと
歩道の清掃をしています。元々は平成23年頃に、音羽町会連合会
で、東京メトロ有楽町線の護国寺駅から江戸川橋駅に続く音羽通
りの植栽をしようという話が持ち上がり、第六建設事務所の方が
手配をしてくれ、ライラックを植えてもらいました。その音頭を
とっていたのが私だったのですが、仕事の関係で海外（メキシコ）
駐在となり、２年間ブランクになってしまいました。帰国した時に
は、残念なことに音羽通りの植栽活動はしていませんでした。以前、参加していた人たちは
やりたい気持ちはあるようなのですが、スタートするきっかけがつかめないようでした。
そこで音六町内会で始めれば、他の町会にも広がるのではと思い、音六町内会植栽係で花
の好きな人が集まり、自分たちのエリアの花壇の手入れと歩道の清掃を始めました。
　毎年、5月にサルビア、11月にビオラの花植えをしているので、ほとんど1年中花が咲い
ています。私たちの活動は少しずつですが地域に根付いてきていると実感しています。今
では、地元の護国寺さんから腐葉土をいただいたり、活動中に声をかけてくれる人や花の
種や球根をくださる人も増えています。私たちは、協力をしてくれる人たちに支えられて
活動が続けられるのだと思っています。

音六町内会植栽係
活動スケジュール

活動の原動力は多くの人の支え。
地域に花植えの輪を広げていきたいです。

東京都文京区
音羽六丁目町会
町会長　宮島隆之さん

■内容
［開 催 日］毎月第 4 木曜日（祝日開催無し）
　　　　　　　（※2018年6月から開催いたします。）

［集合時間］12 時
［集合場所］かちどき　橋の資料館
［解散場所］浅草（水上バス・浅草寺二天門前発着場）
［参加人数］最大 15 名
［参加費用］無 料
［案内説明］東京都建設防災ボランティア協会
［所要時間］2時間程度（水上バス乗船 50 分程度）

■申込方法
往復はがきに①希望月日②住所③氏名④年齢⑤当日連絡が
取れる電話番号⑥参加人数（1通で3名様まで可）を記入し下
記宛先へ送付してください。
※希望月の前月末日必着でお願いします。例：希望日が 6 月第 4 木曜日

の場合→ 5 月末日必着）
※応募多数の場合は抽選となります。
※返信用にはご自分の住所、氏名のご記入をお願いします。
※お送りいただいた個人情報については、ツアー運営以外の目的には使

用いたしません。

■宛先 
〒163-0720 
新宿区西新宿2-7-1 小田急第一生命ビル20階  

（公財）東京都道路整備保全公社「隅田川著名橋等ツアー」予約係

■決定通知方法
返信はがきにて、毎月10日までに抽選結果をお知らせします。

■申込の条件
①歩行距離約1km、階段の上り下り及び水上バスの乗下船
などがあるため、安全面を考慮し、体力的に自信があり自力
で行動できる方。 ②小学生以上の方

■参加にあたってのお願い
 ・ツアー実施中の食事はご遠慮ください。 ・動きやすい服装、
歩きやすい靴でお願いします。・荷物は各自で持ち歩きます。

この「隅田川著名橋等ツアー」は、勝鬨橋の補修工事に伴い勝鬨橋橋脚内見
学ツアーが一時中断となる期間のみ実施いたします。

お問い合わせ先
（公財）東京都道路整備保全公社 公益事業課　
03-5381-3380

かちどき 橋の資料館を見学し、勝鬨橋を歩いて見て回った
後、水上バスに乗船し隅田川の著名橋及び水門等河川施設
を船上からガイドと一緒に見学します。

地域の住民や企業の皆様と東京都が協力して、道路の清掃や
植栽の手入れなどの美化活動を行うことにより、道路利用のモラ
ル向上と潤いのある道路空間の創出を目的とする制度です。

■「東京ふれあいロード・プログラム」とは

東京都建設局 道路管理部 路政課 管理担当
【電話：０３-５３２０-５２81（直通）】

■「東京ふれあいロード・プログラム」についてのお問い合わせ

参加団体募集中 !

「
東
京
ふ
れ
あ
い
ロ
ー
ド
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

 公益目的事業①（道路見学ツアー事業）
隅田川著名橋等ツアー

　音六町内会植栽係（文京区 )訪問団体 48

参加の
申込

更新の
申し出

審
査

2
月
末

協定の
締結

協定の
締結

（1年間）

道路美化活動の開始

道路美化活動の開始

認定証の交付

認定証の交付

更新の場合

●平成30年4月現在、146団体が活動しています。

■「東京ふれあいロード・プログラム」認定までの流れ
新規参加の場合

活動に係る支援等

活動に係る支援等

支援希望

支援希望

活動の継続 ●活動団体　■東京都



2018 SPRING●

公益目的事業①（道路に関する普及啓発事業）

●入賞作品は「夢のみち」事業で活用させていた
　だくほか、道路事業のPRに活用させていただ
　きます。
●入賞作品等は新宿プロムナード・ギャラリーや、
　都庁舎等で展示いたします。
●展示期間：平成30年7月10日（火）～9月14日(金）
　　　　　 ＜各作品10日程度＞

15
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(公財)東京都道路整備保全公社は、普段なかなか見ることのできない都内の道路関連施設や道路建設工事現場などを見学する道
路見学ツアーを、東京都建設局等のご協力を得て企画・運営しております。道路整備や維持管理の必要性・重要性をPRするととも
に、都民の皆様が道路行政に理解を深めていただく機会を創出しています。
平成30年2月6日（火）に、抽選で選ばれた皆さんが参加して、道路見学ツアーを開催しました。

（公財）東京都道路整備保全公社主催 道路見学ツアーを開催しました！
公益目的事業①（道路見学ツアー事業）

道路見学ツアーは、道路整備・
維持管理の必要性と重要性を
都民の皆様に理解していただく
ために実施しているもので、平
成29年度は12回実施しました。非常に好評
で多くの方からご応募いただき、定員に対して
20倍を超える応募をいただいたツアーもあり
ました。平成30年度も都民の皆様にご満足い
ただけるツアーを企画し、安全に楽しく実施し
ていきたいと思います。皆様、ふるってご応募
ください。

（公財）東京都道路整備保全公社
漆戸 喜一 公益事業課長

環状第5の1号線（千駄ヶ谷）トンネル工事現場見学ツアー　■平成30年2月6日（火）

第二建設事務所の職
員から、道路の役割や
東京都の道路の現状、
見学する工事現場の
概要などの説明を受け
ました。

ヘルメット、軍手、イヤ
ホンをつけて工事現場
へ。現場では施工者の
フジタ・奥村組土木・あ
おみ建設共同企業体
の皆様にご協力いただ
き、安全に見学を進め
ていきます。

完成間際のトンネル。

明治通りの拡幅工事現場へ出発！

地上から見たトンネル工事現場

工事中の動画や資料などの閲覧ができ
るインフォメーションセンター

新設工事区間の地上部を歩い
て完成間際のトンネルへ。

新宿御苑の落羽松や緑地空間に
配慮されています。

仮設階段からいよいよトンネ
ル内へ。

緑色の管はなんとガス管！

土壁が崩れないように抑えている
土留めの板。

頑丈なH鋼で支えられています。

掘削されたトンネルの下を覗いてみます！

PR看板も設置されています。

道路は二層構造になっています。

明治通りは道路を迂回させる切回しが行われ、歩道橋も一時撤
去されていました。

明治通りの真
ん中に作られ
た作業帯を見
学。さらに拡幅
工事について
の説明を受け
ました。

工 事 現 場 入
口。事業案内
板 も 設 置 さ
れています。

完
成
前
の
道
路
を
歩
く
と
い
う
貴
重
な

体
験
が
で
き
ま
し
た
！

道
路
が
整
備
さ
れ
渋
滞
が
緩
和
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
！ 

渋谷区広尾五丁目から新宿区、豊島区を経て北区滝野川二丁目に至る全
長約13.9kmの都市計画道路。靖国通り・甲州街道などの放射方向の道路
との連絡による交通分散、沿線の3つの副都心(渋谷、新宿、池袋)の連携強
化など、東京の道路ネットワーク形成に寄与する重要な路線です。

環状第5の1号線の概要

参加者の声

（公財）東京都道路整備保全公社では、道路見学ツ
アーの参加者を募集しております。道路見学ツアー
開催のお知らせや参加方法等の道路見学ツアーに
関する情報については、道路見学ツアーのWEB サ
イトに掲載をしております。ぜひご覧ください。 

（公財）東京都道路整備保全公社 
総務部公益事業課公益事業係 
03-5381-3380

道路見学ツアーに参加してみませんか？ 

■問い合わせ先 

道路見学ツアー

皆様の参加をお待ちしています！

渋谷区千駄ヶ谷五丁目から新宿区内藤町までの延長約805mの整備を行
う区間の一部
特徴① 環状第５の１号線で唯一、現道の無い区間に道路を新設
特徴② 新設区間では、隣接する新宿御苑の環境保全に配慮した
 二層構造を採用（地下部：外回り２車線、地上部：内回り２車線）
特徴③ 東京2020オリンピック・パラリンピックに向けた整備の位置づけ

環状第5の1号線（千駄ヶ谷）の特徴

https://www.tmpc.or.jp/06_info/dourokengaku/

工事現場見学 講 義
タワークレーン

も間近に！
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    公社駐車場がオープン！                                                      　　　自主経営事業（駐車場事業）

府
中
街
道

府
中
街
道

多喜窪
通り

多喜窪
通り

西国分寺駅西国分寺駅

都立多摩図書館都立多摩図書館

東武ストア東武ストア

国分寺
第四小
国分寺
第四小

都立小金井
特別支援学校
都立小金井
特別支援学校

J
R
武
蔵
野
線

J
R
武
蔵
野
線

泉町

武蔵台二丁目

17新
府
中
街
道

新
府
中
街
道

17

145

  泉町陸橋駐車場       

  駒沢陸橋駐車場        

●お問い合わせ先  事業部 営業推進課 企画開発係 03-5381-3388  ※最新情報はホームページhttps://www.tmpc.or.jp/でご確認ください。

駒沢
通り

駒沢
通り

環七通り

環七通り

駒沢陸橋

416

318
南原公園

ツルハドラッグ
柿の木坂店

東急ストア
駒沢通り野沢店

日産プリンス東京

開場：平成 30 年 2 月 6 日（火） 

開場：平成 30 年 2 月 28 日（水）

所 在 地  ： 国分寺市泉町三丁目4番地先 
駐車台数 ： 自動車 時間制5台
料   　金 ： 昼間 8時～22時 20分100円 昼間最大800円 
   夜間 22時～8時 60分100円 夜間最大300円
   ※30分未満無料（30分以上の場合は入庫時からの料金）

所 在 地  ： 世田谷区下馬6丁目10番地先
駐車台数 ： 自動車 時間制5台
料   　金 ： 昼間 8時～22時 30分200円 入庫後24時間最大1,600円 
   夜間 22時～8時 60分100円　夜間最大500円
   ※30分未満無料（30分以上の場合は入庫時からの料金）

  泉町陸橋駐車場       

  駒沢陸橋駐車場       

O
pen
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 公益目的事業①（道路アセットマネジメント支援事業）　道路メンテナンス基礎講習会、東京ブリッジサポーター講習会
　を開催しました 

   東京ブリッジサポーター講習会

　道路メンテナンス基礎講習会

(公財)東京都道路整備保全公社では、都内区市町村への技術支援及び都民協働型道路管理の支援に取り組んでおりま
す。 平成29年10月27日（金）に「道路メンテナンス基礎講習会」、平成30年2月23日（金）に「東京ブリッジサポーター
講習会」を開催しました。 

一般都民を対象に、道路の法令や構造等の基礎をわかりやすく解
説し、道路の維持管理についての知識を身に付けてもらうことを目
的とした講習会です。講習会終了時には、「ブリッジサポーター」と
しての認定試験を行い、試験に合格した方をサポーターとして認
定いたしました。サポーターに認定された方は、日常生活の中で道

路施設の異常を発見した際、
スマートフォン等を使用して
公社に連絡していただき、公
社ではこれを所管する道路
管理者に報告いたします。被害を未然に防止し、道路施設の安全・安心に少しでも役
立てようとしております。今回の講習会では、新たに32名の方を認定しました。 

維持管理業務を担当する都内区市町村職員を対象に、道路管理
を適正かつ合理的に行うことができる人材育成を目的とした講
習会です。橋梁の点検や診断、補修方法などの知識を習得するた

めの講義を行い、さらに丸
八橋において、点検を体験
する実地トレーニングを実
施しました。当日は、28名
の区市町村職員にご参加
いただき好評でした。 

開催内容

情報提供／警視庁交通部

⑭
みちに関する
安全安心豆知識

　サイクリング
に最適な季節
の到来です！
ところでみな
さん、自転車の
交通人身事故の約45％が出会頭
の事故（平成29年中）となってい
ます。普段、不用意に交差点に飛
び込んだりしていませんか？一
時停止標識がある交差点では自
転車も必ず止まり、しっかりと
左右の安全確認をしましょう。
一時停止標識のない交差点でも
必ず減速、自分の目でしっかり
と安全確認をしましょう。安全
確認があなたの運命を大きく左
右します。

一時停止標識では必ずストップ！
安全確認が運命の分かれ目です。 都内時間貸駐車場のほぼ100%をカバー

しており、パソコンやスマートフォン等を通
じて約24,000場の駐車場位置と、新宿・渋
谷・六本木等を中心とした約8,000場の満
空情報を提供しています。
また、オートバイ駐車場情報や大型バスの
駐車場情報も提供しています。

都内時間貸駐車場検索サイト「s-park」

PC、スマートフォン、携帯電話すべてこちらのURLから

スマートフォンから
QRコードで
簡単アクセス！

s-park URL：https://www.s-park.jp

N
ew

s
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東
京
の
無
電
柱
化
は

ど
の
く
ら
い
進
ん
で
い
る
の
？

東
京
の
無
電
柱
化
が

遅
れ
て
い
る
の
は
ど
う
し
て
？

の仕事

東
京
の
無
電
柱
化
は

ど
う
や
っ
て
進
め
て
い
く
の
？

今
後
の
抱
負

公
社
の
無
電
柱
化
事
業
の

取
り
組
み
を
教
え
て

　
東
京
23
区
の
無
電
柱
化
率
は
８
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。
世
界
の
都
市
と
比
較
す
る
と
、ロ
ン
ド
ン
、

パ
リ
、
香
港
な
ど
は
１
０
０
％
、
台
北
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
が
90
数
％
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
や
ソ
ウ
ル
が
35

〜
46
％
と
、
大
き
く
後
れ
を
と
っ
て
い
る
の
が
わ

か
り
ま
す
。

　
大
き
な
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
戦
後
の
復
興

の
た
め
に
電
力
の
安
定
供
給
を
低
コ
ス
ト
で
普

及
し
な
く
て
は
な
ら
ず
、
電
線
類
を
地
中
化
す

る
よ
り
安
く
で
き
る
こ
と
か
ら
、
電
柱
を
立
て

て
架
空
線
で
電
気
を
引
く
方
法
が
と
ら
れ
ま
し

た
。

　
そ
の
後
、
日
本
は
高
度
経
済
成
長
期
を
迎
え
、

電
力
や
電
話
等
の
需
要
が
急
激
に
拡
大
し
、
低

コ
ス
ト
で
素
早
く
普
及
で
き
る
架
空
線
方
式
が

主
流
と
な
り
ま
し
た
。

　
公
社
で
は
平
成
18
年
度
よ
り
都
の
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
無
電
柱
化
事
業
を
進
め
て
き
て
お
り
、
現

在
で
は
、
都
道
に
加
え
て
区
市
道
の
無
電
柱
化
も

受
託
し
て
い
ま
す
。
特
に
狭
い
道
路
で
の
無
電
柱

化
技
術
は
公
社
の
強
み
で
す
。
こ
れ
ま
で
培
っ
て

き
た
専
門
性
や
実
績
を
活
か
し
、
更
に
ス
ピ
ー
ド

感
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　「
災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
」
と

い
う
諺
も
あ
る
よ
う
に
、
大
き
な
地
震
や
巨
大

台
風
が
い
つ
き
て
も
不
思
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

無
電
柱
化
事
業
は
一
朝
一
夕
に
は
進
み
ま
せ
ん

が
、
公
社
一
丸
と
な
っ
て
、
無
電
柱
化
事
業
に

取
り
組
み
、
東
京
か
ら
電
柱
と
電
線
を
な
く
す

こ
と
で
、
災
害
時
に
電
柱
の
倒
壊
に
よ
る
道
路
閉

塞
を
防
ぎ
、歩
行

者
や
車
い
す
で

も
移
動
し
や
す

い
歩
道
空
間
を

確
保
し
、
電
線

の
な
い
青
空
を

取
り
戻
し
て
い

き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

電
柱
や
電
線
が
な
く
な
る
こ
と
で

美
し
い
街
並
み
が
形
成
さ
れ
ま
す
。

東
京
都
の
無
電
柱
化
事
業
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、

都
内
の
道
路
の
無
電
柱
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

無 電 柱 化

事 業

　
東
京
都
で
は
、
無
電
柱
化
を
よ
り
一
層
進
め
る

た
め
、
平
成
29
年
６
月
に
東
京
都
無
電
柱
化
推
進

条
例
を
制
定
し
、
９
月
１
日
に
施
行
し
ま
し
た
。

こ
の
条
例
で
は
、
新
た
な
電
柱
設
置
の
禁
止
の
た

め
に
措
置
を
講
じ
る
こ
と
や
都
及
び
関
係
事
業
者

の
責
務
等
を
定
め
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
材
料
の
見
直
し
や
機
器
の
コ
ン
パ
ク

ト
化
等
に
よ
る
コ
ス
ト
と
工
期
縮
減
を
図
っ
て
い

く
こ
と
で
更
な
る
無
電
柱
化
の
推
進
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

無電柱化事業に携わる公社職員。「公社一丸となって
無電柱化事業に取り組みます！」

無電柱化事業のイメージ図

公社では、様々な事業を行っています。
このコーナーでは、公社の事業の仕組みと合わせて、
公社の部署とそこで働く職員にスポットを当てながら、
公社の仕事をご紹介していきます。
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【公益目的事業】

20

【道路管理受託事業】

東京都道路整備保全公社について

【収益事業】

・新宿副都心西口広場等8箇所の運用管理業務
 ・上野中央通り地下歩道の運用管理業務

・環状八号線井荻・練馬トンネルの運用管理業務
・環状二号線築地虎ノ門トンネルの運用管理業務

新宿副都心西口広場、新宿副都心 4号街路地下道、新宿歩行者専用地

下道1・2号線等を一体管理しています。また、JR上野駅や御徒町駅

など8駅を結ぶ、上野中央通り地下歩道（延長320m）の設備保守・施

設管理業務を受託しています。監視カメラや巡回により秩序維持を図る

とともに、設備の適切な運用操作に加え、日常点検・定期点検等の維持

管理を的確に行い、設備の良好な状態を維持しています。

環状八号線井荻トンネルと練馬トンネルの管理業務を受託し、効率的な

一体管理を行っています。また、臨海部と都心部を結び交通・物流ネッ

トワークを支える環状二号線築地虎ノ門トンネルの管理業務を受託して

います。利用者の安全性・快適性を保持するため、監視カメラによる通

行状況の24時間監視や、火災・交通事故等の緊急対応を行うとともに、

風向・風速、交通量を勘案して排気設備等の運転操作を実施しています。

公 社 の 取り組 み

公 社 の 事 業 の 仕 組 み
公社は全ての事業において公共性・公益性を追求し、首都東京の再生と都市機能の維持増進、都民生活の向上に貢献しています。

▶首都東京の再生と首都機能の維持増進
▶都民生活の向上

得られた収益を広く
都民・社会に還元

● 道路用地取得事業   ● 道路管理受託事業
 ● 無電柱化推進事業   ● 道路見学ツアー事業 等

● 新宿駅西口広場活性化事業
 ● 駐車場事業　等

● 都内時間貸駐車場検索サイト「s-park」の運営
 ● 都内駐車場への普及支援　等

道路事業

自主経営事業

 駐車対策事業

環状二号線築地虎ノ門トンネル

上野中央通り地下歩道

公益財団法人



★タテ・ヨコのカギを解いてパズルを完成させてください。
　A～Fの文字を順番に並べてできた言葉が答えです。

クロスワードパズル㉑

Crossword Puzzle

タテのカギ

ヨコのカギ

クロスワードパズルの答えを、添付のプレゼント応募はがきの答え欄にご記入の上、
ご希望のプレゼント名をお書きになり、ご応募ください。正解者の中から抽選でご希望の賞

品をプレゼントいたします。当選者の発表はプレゼントの発送をもってかえさせていただきます。尚、パソコン
や携帯からもご応募できます。詳しくは、P22に掲載のプレゼント応募方法をご覧ください。

※ご応募はお一人様一通一口とさせていただきます。
※応募者の個人情報は、当選者への発送、お問い合わせに必要な範囲内で利用し，同意なく第三者への提供は行いません。

締切／平成30年7月31日（締切当日消印有効）

ク
ご希望の

品をプレゼントいたしま

応募方
法

クロスワードパズルでリフレッシュ！

頭の柔軟
体操で

気分転換し
てみません

か？

パズルを解
いて

プレゼント
をゲット!!

TR-mag.50号
クロスワードパズルの答え

答えは「ゴジュウゴウ」でした。
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1 ◯◯◯絵、◯◯◯鯉、○○○ヘビ

4 縁起・運の良いこと。おみくじで大○○をひく

7  サーフィンなどでいう沖へ向かって吹く風

9 石川県を発祥とする色磁器は◯◯◯焼

11 卵は筋子、イクラと呼ばれる珍味

12
金属の製錬などで、炉の火力を
高めるのに風を送る道具

14 筆記帳の総称

15 樹木の中心となる太い部分

17 土俵の上で片足を高く上げて踏む

18 弓を引くときなどに目標として置く

20 雪が解け始める頃に顔を出す。俳句では春の季語
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答えは、TR-mag.52号にて発表

   F
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E D   
    

   

1  2 3  4

  5 6

7 8  9   10

11 12   

13   14 15  

16 17    18 19

20   21  

1 2 3 4 5

6  7 8

9 10   

11   12 13  

 14  15 16

17  18 19  

 20    

19  17  16  13   12   10     8   6    5    4    3   2    

シ ベ リ ア 　  オ  ウ

カ 　 ジ ユ カ イ 　

ゴ イ 　 タ ン セ イ

　 ジ カ ヤ キ 　  シ

ゴ 　 ウ 　 ツ キ 　

マ リ ア ナ 　 コ  イ

メ マ イ 　 サ ツ  マ



❶30名

❷30名

 公社オリジナル
『都内オートバイ駐車場MAP』
『特注トミカs-park都営バス』

『東京 橋のポケットマップ』

国分寺茶S W E E T S

K O K U B U N J I  
C H A

七重塔フィナンシェ（6個入り）を３名様に
プレゼント。詳細は応募方法をご確認くだ
さい。

七重塔フィナンシェⓇ

日本最大級の国分寺であった武蔵国分寺史
跡の残る・国分寺市。そんな歴史への想いを
馳せて作られた七重塔フィナンシェ。パッケー
ジには、武蔵国分寺に建立されていた七重塔
の絵柄が配されています。焦がしバターを小
麦粉にたっぷりまぜ込み、しっとり焼き上げら
れ、プレーン、抹茶、ココアの３種類の味を
楽しめます（国分寺ブランド認定）。

（公財）東京都道路整備保全公社が編集したライダーのための『都内オートバ
イ駐車場 MAP2018』が完成！ 掲載駐車場数もさらに充実しました。また、公
社が開催する様々なイベントで大人気のノベルティー『特注トミカ s-park 都営
バス』も大好評です！ 

「国分寺茶」は国分寺市内で唯一、茶畑を持つ「松本園製茶工場」の
国分寺発の銘茶です。有機栽培で育てられた国分寺産の茶葉を、独自
の深蒸し製法で仕立てた、甘みとコクのある深い味わいです（国分寺ブラ
ンド認定）。

国分寺茶(煎茶100g)を３名様にプレゼント。
詳細は応募方法をご確認ください。

（公財）東京都道路整備保全公社のオリジ
ナルグッズ（①②〈非売品〉のいずれか1点）
を各30名様にプレゼント。詳細は応募方法
をご確認ください。

『東京 橋のポケットマップ（5
編1セット）』を5名様にプレゼン
ト。詳細は応募方法をご確認
ください。

（公財）東京都道路整備保全公社では、国の重要文化財に指定された勝鬨
橋、永代橋及び清洲橋等の歴史的価値やその他特徴のある橋などを水系別
に紹介している「東京 橋のポケットマップ」（800 円／ 5 編 1 セット）の販
売をしております。橋を探索しながらまち散歩を楽しめる、携帯に便利なポケッ
トサイズで、全 309 橋が
①隅田川編｠　②日本橋川・神田川編｠
③ 23 区西部・臨海部編｠
④ 23 区東部・荒川編｠　⑤多摩編
に分けて紹介されているスグレモノです。

に
だ
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次号は平成30年8月1日発行予定です。

発行日／平成30年5月1日
発行元／公益財団法人東京都道路整備保全公社
住　所／〒163-0720東京都新宿区西新宿2丁目7番1号　小田急第一生命ビル20階
　　　　TEL.03-5381-3361 FAX.03-5381-3355
　　　   公社ホームページ　https://www.tmpc.or.jp
企画制作・編集・デザイン／株式会社京王エージェンシー

※掲載データは平成30年4月20日現在のものです。

プレゼント応募方法
Present for youマークのついたプレゼントをご希望の方は、専用応募ハ
ガキに、P21のクイズの答えをご記入の上、ご応募ください。また、下記の

プレゼント応募アドレス、QRコードにアクセスし、ご応募もできます。尚、プレゼ
ントの色、柄、デザイン等は写真と異なる場合がございますので、あらかじめご
了承ください。

●応募締切／平成30年7月31日（火）(専用応募ハガキによるご応募の場合は、
締切当日消印有効）

●お一人様一口のみ有効です。

※発表は発送をもってかえさせていただきます。
※応募者の個人情報は、当選者への発送、お問い合わせに必要

な範囲内で利用し、同意なく第三者への提供は行いません。

QRコード
スマートフォンから簡単アクセス！
（機種によりうまく表示されない場合があります）

●パソコンからも携帯からも

https://www.tmpc.or.jp/02_about-us/present.html

プレゼント応募アドレス

プレゼント応募ページより
ご意見・ご感想もお寄せください。
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T R（  T  は  To k y o  ・ To w n  を、R  は  R o a d  を象 徴 ）は 、
東 京 都 道 路 整 備 保 全 公社 の 事 業 を 表 すブランドネームで す。

これからも、渋滞対策や、うるおいのある道路空間の創出をはじめ、
様々な公益事業を積極的に展開していきます。

人もクルマも 、
  ホッとする 街 づくり 。

「東京 橋のポケットマップ」好評販売中！！

■マップの内容
①隅田川編 
②日本橋川・神田川編 
③23区西部・臨海部編
④23区東部・荒川編 
⑤多摩編
※5編1セットとなっております。
■販売価格／800円（5編1セット）

「東京 橋のポケットマップ」は、国の重要文化財に指定された勝鬨橋、永代橋及び清洲橋等の歴史的価値やその他特
徴のある橋など全309橋を水系別に紹介！また、橋を探索しながらまち散歩ができるように、携帯に便利なポケットサイズ
です。この機会に是非お求めください。

309橋を

水系別に紹介！ 

■販売場所

※商品についてのお問い合わせや郵送販売のご依頼はこちらで受け付けております、
　お気軽にお問い合わせください。

①公益財団法人東京都道路整備保全公社＜事業係＞
新宿区西新宿2-7-1　小田急第一生命ビル20階
03-5381-3131　販売時間：9:00～17:00（土・日・祝日・年末年始を除く）

②錦糸町パークタワー（公益財団法人東京都道路整備保全公社）
墨田区江東橋3-5-16
03-3635-0074　販売時間：24時間営業（年中無休）

③東京観光情報センター（公益財団法人東京観光財団）
新宿区西新宿2-8-1　東京都庁第一庁舎1階
03-5321-3077　販売時間：10:00～18:00（年末年始を除く）

④吾妻橋観光案内所
墨田区吾妻橋1-23-20 墨田区役所2階
03-6658-8097　販売時間：9:00～17:00（定休日を除く）

東京 橋のポケットマップ


